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１－１）提案プロジェクト全体の概要 1
省エネ・コンサルティング・プログラム（３０年間）による

ＬＣＣＭ＋エコライフ先導プロジェクト
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１－２）建築した住宅の省エネ措置 ２
省エネ・コンサルティング・プログラム（３０年間）による

ＬＣＣＭ＋エコライフ先導プロジェクト

１－３）環境省うちエコ診断士による省エネコンサルティング ３
省エネ・コンサルティング・プログラム（３０年間）による

ＬＣＣＭ＋エコライフ先導プロジェクト



４
省エネ・コンサルティング・プログラム（３０年間）による

ＬＣＣＭ＋エコライフ先導プロジェクト２）年間一次エネルギー消費量と光熱費一覧表

エコワークス　ホームオーナー様宅　年間一次エネルギー消費量（光熱費順） 2015年7月作成　

（対象期間　平成26年4月～平成27年3月）

エネルギー消費量

合計 平均との差 合計 買電金額 売電量 売電金額 都市ガス 金額

GJ GJ kw kwh 円 kwh 円 ㎥ ㎥ kg 円

1 福岡 3 111.46 -148,043 -18.54 -108.21 4.10 無し - - IH ｴｺｷｭｰﾄ 3,039 59,395 4,939 207,438 0 0 0 0

2 福岡 4 158.84 -141,283 -18.66 -112.61 5.59 無し - - IH ｴｺｷｭｰﾄ 3,148 71,237 5,060 212,520 0 0 0 0

3 福岡 3 115.51 -120,201 -13.51 -103.17 4.80 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 3,424 62,503 4,808 182,704 0 0 0 0

4 熊本 2 128.57 -100,772 -12.17 -81.46 4.03 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 2,873 55,788 4,120 156,560 0 0 0 0

5 佐賀 5 113.93 -94,980 -6.52 -125.31 4.48 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 3,248 69,492 3,916 164,472 0 0 0 0

6 福岡 3 139.54 -91,365 -3.48 -93.15 4.00 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 3,578 73,905 3,935 165,270 0 0 0 0

7 熊本 2 122.23 -86,693 -5.51 -74.81 4.03 あり HP 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 3,670 74,237 4,235 160,930 0 0 0 0

8 熊本 2 109.20 -81,793 -3.32 -72.61 4.03 あり HP 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 3,697 71,613 4,037 153,406 0 0 0 0

9 熊本 4 129.24 -79,487 5.03 -86.60 4.56 無し - - IH ｴｺｷｭｰﾄ 5,341 103,901 4,826 183,388 0 0 0 0

10 福岡 2 119.79 -78,063 -1.81 -72.45 2.34 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 3,326 69,399 3,511 147,462 0 0 0 0

11 熊本 4 139.29 -73,514 -3.06 -94.69 4.03 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 3,586 74,686 3,900 148,200 0 0 0 0

12 福岡 4 112.81 -68,527 -6.29 -100.23 3.84 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 2,511 51,363 3,155 119,890 0 0 0 0

13 福岡 5 124.11 -61,467 1.54 -112.63 3.60 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 3,390 74,277 3,232 135,744 0 0 0 0

14 福岡 3 138.77 -60,125 -6.54 -96.20 3.58 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 2,363 55,129 3,033 115,254 0 0 0 0

15 熊本 5 137.78 -59,086 14.45 -97.49 4.20 あり HP 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 5,478 108,788 3,997 167,874 0 0 0 0

16 熊本 3 135.37 -45,926 14.14 -73.35 3.20 あり HP 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 4,636 87,928 3,187 133,854 0 0 0 0

17 熊本 5 122.06 -39,393 20.82 -91.13 3.20 あり HP 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 5,464 100,509 3,331 139,902 0 0 0 0

18 福岡 5 154.20 -38,150 20.85 -93.33 4.19 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 5,816 116,410 3,680 154,560 0 0 0 0

19 福岡 2 106.05 -17,218 17.67 -52.98 3.36 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 4,036 76,274 2,226 93,492 0 0 0 0

20 熊本 4 142.56 -16,810 20.88 -70.75 4.03 あり HP 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 5,339 104,790 3,200 121,600 0 0 0 0

21 熊本 4 112.58 -8,045 26.52 -65.11 4.03 あり HP 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 5,772 108,045 3,055 116,090 0 0 0 0

22 熊本 3 126.34 -5,467 20.13 -67.36 4.00 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 4,958 104,543 2,895 110,010 0 0 0 0

23 佐賀 6 167.86 2,238 58.38 -83.76 6.88 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 9,921 191,310 3,939 189,072 0 0 0 0

24 福岡 7 197.64 2,328 42.80 -92.26 4.80 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 8,207 147,564 3,822 145,236 0 0 0 0

25 熊本 3 103.09 12,098 17.28 -70.22 2.79 あり HP 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 3,595 81,448 1,825 69,350 0 0 0 0

26 熊本 4 116.42 95,762 41.11 -50.52 0.00 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 4,212 95,762 0 0 0 0 0 0

27 福岡 4 113.71 96,368 43.88 -50.06 0.00 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 4,496 96,368 0 0 0 0 0 0

28 福岡 5 134.92 113,454 48.52 -65.66 0.00 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 4,971 113,454 0 0 0 0 0 0

29 福岡 4 104.30 116,473 52.41 -41.53 0.00 無し - - IH ｴｺｷｭｰﾄ 5,370 116,473 0 0 0 0 0 0

30 福岡 2 112.36 117,282 47.50 -23.14 0.00 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 4,867 117,282 0 0 0 0 0 0

31 熊本 3 110.10 120,479 58.86 -28.63 0.00 無し - - IH ｴｺｷｭｰﾄ 6,031 120,479 0 0 0 0 0 0

32 熊本 3 138.07 153,193 69.66 -17.83 0.00 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 7,137 153,193 0 0 0 0 0 0

33 福岡 4 126.70 154,379 61.50 -32.45 0.00 あり 無し 無し IH ｴｺｷｭｰﾄ 6,301 154,379 0 0 0 0 0 0

建築地
世帯
人数

延床面積
光熱費
合計

OM
太陽光
発電

ガス

補助暖房 お湯取り キッチン 給湯 プロパン

電気 太陽光発電

５３）年間一次エネルギー消費量の比較（創エネを含まない）
省エネ・コンサルティング・プログラム（３０年間）による

ＬＣＣＭ＋エコライフ先導プロジェクト

[H25年省エネ基準] 基準・設計一次エネルギー消費量 と 実生活の一次エネルギー消費量の比較



ご清聴ありがとうございました。



省CO2二世帯住宅推進プロジェクト

旭化成ホームズ株式会社

国土交通省 平成24年度第１回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

2016年2月22日
第17回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

1. ヘーベルハウスは二世帯住宅のパイオニア

■最初の「二世帯住宅」

1975︓⼆世帯住宅販売

• ⽇常時の協⼒ （家事・育児）
• 何かの時の協⼒ （介護・留守時）
• 経済⾯ （購⼊資⾦・⽣活費）
• 安⼼・⽣活のはり

1970年代 現在

⼤家族べったり同居 完全分離同居 融合同居
⼆世帯住宅の基本

1960年代以前
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■二世帯住宅のメリット

今回のプロジェクトの対象

ｷｯﾁﾝ 浴室 玄関 行き来

■二世帯住宅のバリエーション



2. 二世帯住宅のエネルギー消費量実態
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 本年、当社⼆世帯住宅研究所が
⼆世帯ｴﾈﾙｷﾞｰ調査を実施し、
実邸211邸のデータを取得。

 当社ｴﾈﾙｷﾞｰ調査の
単世帯4⼈家族と2⼈家族の
年間1次ｴﾈﾙｷﾞｰの合計値と
⽐較すると、⼆世帯住宅は
およそ30％少なかった。

今回のプロジェクトの対象

 ⼆世帯住宅の建物タイプで⽐較した
ところ、建物分離度が低減し、
共⽤度が⾼まるに従い、
年間1次エネルギー消費量が
減少する傾向にあった。

２人４人

共用度が増すに従い
省エネ度が増加

二世帯住宅で
約30％省エネ

3

3. 本プロジェクト概要

1. 二世帯住宅の実態

3.省CO2二世帯住宅の普及

2.省CO2二世帯住宅の開発

空間設計 省エネ設備

●集いの場の創出 ●エネルギーシェアシステム

●大容量ソーラーパネル

●ＨＥＭＳによる見える化

●二世帯住宅向け会員制サイト

省CO2二世帯住宅の開発

●高断熱スケルトンインフィル構法

●メンテナンス・点検プログラム

●パッシブ設計
住環境シミュレーションにより、

都市部で｢自然の恵み｣を活かす

世帯を超えた集いの場の創出

をし、省CO2を誘発する二世帯

プランニング

二世帯住宅のライフスタイルの違い

と重なりに着目したシステム

二世帯間の省エネ行動を促進する表示内容

ロングライフ住宅への取り組み 住民への省CO2意識喚起

二世帯特有の大屋根を活した大容

量太陽光発電パネル

省エネ意識を喚起する二世帯住宅どおしの評価

●将来対応を配慮した設計
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3. 本プロジェクト概要

3.2 二世帯住宅エネルギーシェアシステム

子世帯

親世帯
二世帯（子世帯＋親世帯）

負荷平準化のイメージ図 （電力需要の場合）

二世帯の需要が重なることで
電力負荷平準化。

ＣＨＰは負荷に合わせた運転を

するので、負荷平準化により、

高効率運転が実現

共働き夫婦＋子供世帯では、昼間の負
荷が小さく、夜間に負荷が大きくなります。

親世帯では、昼間の在宅割合が大きく、
夜間は早めに就寝します。

＜システム図＞

各世帯のエネルギー需要を合わせた2つの世帯のエネルギー需要に対して、

1台のＣＨＰ（家庭用コージェネレーション）で、つくった電気と熱をより高効率に2つの世帯へ供給。

自宅で創った電気と熱を二世帯へ融通

給湯は、1世帯目はCHPから直接お湯を供給し、

2世帯目は、CHPからのお湯を潜熱回収型給湯機を

通して供給。

●エネルギーシェアシステム

CHP
定格発電量

CHP
定格発電量

CHP
定格発電量

CHP

潜熱回収型給湯機

4. 本プロジェクト2014年度実績
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4.1 プロジェクト実績プロフィール

• 断熱地区区分 Ⅳ地域（関東・中部・関西）
• 外皮断熱性能 等級４
• 太陽光発電平均搭載量 6.15 ｋW／棟
• 平均世帯人数 5.16 人

※ 2013年度に竣工した採択邸

棟数割合 平均床⾯積
(%) (㎡)

PEFC 75 178.2

SOFC 25 219.6

計 188.1

エネファーム機種

独⽴型 2 2 2

⽞関共⽤型A 1 2 2

⽞関共⽤型B 1 2 1 1

融合型 1 1 1 1 1

ｼｬﾜｰ
ﾙｰﾑタイプ ⽞関 キッチン ﾐﾆｷｯﾁﾝ 浴室



4. 本プロジェクト2014年度実績

6

4.2 プロジェクトに係る省CO2効果 ～目標と2014年度実績

●省ＣＯ２二世帯住宅による効果

従来の
二世帯住宅
（当社調査データ）

目標

省エネ設計
省エネ設備

住人の
省エネ行動

7.8
t-CO2/年

1.3
t-CO2/年

さらに10～15％の
エネルギー消費
削減をめざす

⼆世帯住宅の特性を⽣かした
省CO2⼆世帯住宅による効果⽬標

1.45
t-CO2/年

2014年度
実績効果

2014年度実績

81.4％
削減

83.3％
削減

単世帯住宅2邸分と⽐較して
⼆世帯住宅で約 30％ 削減
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5．本プロジェクト検証 ～ 消費ｴﾈﾙｷﾞｰの捉え方

 家族属性
（親世帯・親子関係・子世帯・孫年齢）

 住まい方 食事・お風呂は一緒・別々

住まい手因子建物因子

 外皮断熱性能
 設備性能
 ｷｯﾁﾝ・浴室・玄関の数
 二世帯間の行き来手段
 親世帯リビングダイニング
 パッシブ設計

気兼ね気苦労少ない生活
将来への対応

何かの時は協力
日常の交流へ

独立性

融合へ

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費への影響因子親子同居関係

二世帯住宅のｴﾈﾙｷﾞｰ消費に影響を及ぼす共用度はハード面だけではない

くらしのニーズ

「独立したイエ・交流するヒト 」が二世帯住宅の理想像。消費ｴﾈﾙｷﾞｰとの関係は？

 建物タイプ・アイテム
 集いの場を創出する空間

 家族属性
 住まい方
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5．本プロジェクト検証 ～ ｴﾈﾙｷﾞｰｼｪｱｼｽﾃﾑ 2～
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(3) ⽣活時間のずれと重なり

融合度をどう評価するか︖

・⼆世帯の⽣活のリズムはどう影響︖
・⾷事は⼀緒 それとも 別々

エネファームで発電した電気

太陽光で発電した電気

発電所で発電した電気

■SOFC発電
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およそ80％の逆潮率︕

・⼆世帯特有の⼤容量ソーラー搭載

9

■SOFC発電



6．省CO2視点での二世帯住宅への今後の反映
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二世帯住宅検討者や一般社会に情報発信

建物形態やライフスタイル視点による二世帯住宅の消費ｴﾈﾙｷﾞｰに関する研究成果

WEB・カタログ 住宅展示場 商品 公開講座 建築学会

省CO2二世帯住宅
プロジェクトの推進

HEMS：ｴﾈﾙｷﾞｰ消費の把握

ｴﾈﾙｷﾞｰ評価：参加家族間でのコンペ

生活調査：生活スケジュールの把握

省CO2二世帯住宅プランニングの検討

省CO2二世帯住宅にフィットする
設備開発

本プロジェクトの分析

建物
因子

住まい手
因子

有識者との意見交換



～省ＣＯ２・パッシブコンサルティング～

省エネの“コツ”（ＣＯ２）プロジェクト

ミサワホーム株式会社

国土交通省 平成２４年度第２回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

2016年2月22日
第17回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

提案プロジェクトの全体概要

住環境を知る事からはじまる 「パッシブコンサルティング」

建築地の検討段階から入居後のサポートまで、
一連の「パッシブコンサルティング」を実施します。

・住環境シミュレーション
・ＥＣＯエネシミュレーション

・一次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費削減率100％以上の住まい
・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝに基づく微気候設計

・太陽と風のスマートガイド
・パッシブライフガイドの配信

・省ＣＯ２モデルサイトのオープン化

パッシブデザインの反映

パッシブの実践サポート

パッシブの意識付け ＨＰ特設サイトの公開

パッシブコンサルティング

①【検討段階】

②【設計段階】

③【居住段階】

④【普及・波及】

～省ＣＯ２・パッシブコンサルティング～

省エネの“コツ”（ＣＯ２）プロジェクト



気象庁のデータをもとに隣戸の影響までも考慮した通風シミュレーションを実施し、
開口部の位置や開き方などの検討に活用するほか、窓をあけることの効果について
も知っていただくことで、パッシブの意識付けを行います。

①【検討段階】 のパッシブコンサルティング

■パッシブの意識付け ＜通風シミュレーション＞

《通風シミュレーション画面例》
データ：アメダス統計データ 地域：東京都（東京）
暦：９月 風向：南 風速：2.2m/s 真北：15°0′0″

（隣戸） （隣戸）

１階平面図 ２階平面図

～省ＣＯ２・パッシブコンサルティング～

省エネの“コツ”（ＣＯ２）プロジェクト

採光シミュレーションを実施することで、一日を通しての光の入り方の変化や、季節
による陽射しの違いまでも考慮して開口部の位置やサイズ、高さなどの検討を行う
ことができます。それによって、部屋の明るさや日射の状況をイメージすることができ、
エネルギー負荷を抑えた生活への意識付けにつなげます。

①【検討段階】 のパッシブコンサルティング

■パッシブの意識付け ＜採光シミュレーション＞

《夏の採光シミュレーション画面例》

天候：快晴 地域：東京都（新宿区）
日付：2012年06月22日 時間：10：00 真北：15°0′0″

１階平面図 ２階平面図

～省ＣＯ２・パッシブコンサルティング～

省エネの“コツ”（ＣＯ２）プロジェクト



①【検討段階】 のパッシブコンサルティング

■パッシブの意識付け ＜ＥＣＯエネシミュレーション＞

《ＥＣＯエネシミュレーション画面例》

ご家族の構成や生活パターン、断熱性能や設備、
微気候に関するアイテムの選択などを入力し、
光熱費や創エネの年間収支をご案内します。
それによって、身近な効果として感じることができ、
パッシブ効果導入の意識付けにつなげます。

～省ＣＯ２・パッシブコンサルティング～

省エネの“コツ”（ＣＯ２）プロジェクト

地域・断熱性能選択画面

微気候アイテム選択画面

～省ＣＯ２・パッシブコンサルティング～

省エネの“コツ”（ＣＯ２）プロジェクト②【設計段階】 のパッシブコンサルティング

《夏の微気候デザイン》

■パッシブデザインの反映

“ゼロエネ＋”（プラス）住宅

《冬の微気候デザイン》

“一次エネルギー消費削減率100％以上”を長期にわたって実現する住まい

パッシブの効果による“自然のここちよさ”を取り入れる微気候設計の住まい



～省ＣＯ２・パッシブコンサルティング～

省エネの“コツ”（ＣＯ２）プロジェクト②【設計段階】 のパッシブコンサルティング

■パッシブデザインの反映

パッシブの効果による“自然のここちよさ”を取り入れる微気候設計

省ｴﾈﾙｷﾞｰ等級４の躯体（外皮）＋Low-Eガラスを使用した窓

高効率給湯器

熱交換型ダクト式第１種換気設備

太陽光発電設備

ＨＥＭＳ

（電気使用量だけでなく水道使用量も計測が可能な「enecocoシステム」）

《提案する住宅の省エネ性能》

一次エネルギー消費削減率100％以上 を実現する住まい

各種技術、設備、設計手法を住宅の規模や地域等の条件に応じて選択し、効果的に組み合わせる

※「平成24年度ＺＥＨ化支援事業」における算出方法に準拠し、空調・換気・給湯・照明設備に係る
一次エネルギー消費量の削減率とする。

※

調光機能付きLED照明器具（いずれかの居室へ採用）

創エネ

省エネ

調エネ

パッシブ
（微気候）

《太陽のスマートガイド》 《冬とおともだちガイド》

③【居住段階】 のパッシブコンサルティング ～省ＣＯ２・パッシブコンサルティング～

省エネの“コツ”（ＣＯ２）プロジェクト

■パッシブの実践サポート ＜太陽と風のスマートガイド（冬期の例）＞
《ガイドメニュー》《ＴＯＰ画面例》

《住まいと
太陽について》

独自のHEMSサービス“enecoco（エネココ）”により
気象予報を基にして、陽射しや風を上手に住まい
に取り入れる方法やタイミングなど、かしこく省エネ
に暮らすコツを提供します。



④【普及・波及】 に向けた取組み ～省ＣＯ２・パッシブコンサルティング～

省エネの“コツ”（ＣＯ２）プロジェクト

省ＣＯ２モデル住宅に実際にお住まいの方の生
活エネルギーの利用状況や発電状況など
をＷｅｂサイトで公開します。それにより、閲覧
者が自宅と省エネ性能に優れた住宅のデー
タを比較したり、住宅購入を検討している方が
お住まいになる近くのエリアのデータを参考
にしたりすることを通して、「パッシブデザイン」
、「パッシブライフアドバイス」の効果を広く
一般の方にも知っていただけるようにします。

■ホームページ特設サイトの公開（Ｗｅｂサイト）

■省ＣＯ２モデル住宅の対象現場の活用

■「ＭＲＤ」提携店からの普及促進

■ＨＯＭＥ ＣＬＵＢでの省ＣＯ２訴求

《ホームページ特設サイト画面例》

明日は、いい風が入るから
クーラー要らないみたい！

このエリアで、今月は
光熱費が５千円なんだ。

・「建築現場見学会」「完成建物見学会」による訴求
・各分野の専門家配置の推進

・ＭＲＤ：弊社がオリジナルで提携している全国の不動産業者組織
（提携店約30,000社）

・ＨＯＭＥ ＣＬＵＢ：弊社が制作、発行している月刊誌
（発行部数約15万部／月）

…25年度入居（24棟）
…26年度入居（19棟）

省ＣＯ２排出量の削減効果 ～省ＣＯ２・パッシブコンサルティング～

省エネの“コツ”（ＣＯ２）プロジェクト

■建設戸数：43戸（25年度-24戸/26年度-19戸）
■住宅規模：平均126.4㎡（101㎡～154㎡）
■建設地分布：

■調査対象：24戸（竣工後1年以上お住いの世帯）
■調査内容：エネルギー使用量実績（平成26年4月～平成27年3月）

【エネルギー調査結果】

区分 基準 実績

一次エネルギー消費量 2452.０GJ／年 1649.9GJ／年

削減量 — 802.1GJ／年

削減率 — 32.71％

ＣＯ２排出量 138.4ｔ-CO2/年 93.1ｔ-CO2/年

削減量 — 45.3ｔ-CO2/年

削減率 — 32.72％

東北 関東 甲信 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州 合計

０ １３ ２ ０ １７ ４ １ ４ １ ４３



省エネ型住宅の実態 ～省ＣＯ２・パッシブコンサルティング～

省エネの“コツ”（ＣＯ２）プロジェクト

10

創エネルギー

消費エネルギー

創エネルギー

消費エネルギー

ゼロエネ住宅

その他の住宅

＜月別消費エネルギー＞

消
費
電
力

ガ
ス

＜創エネルギー比較＞

＜エネルギー利用状況（累積）＞

＜エネルギー利用状況（月別推移）＞

ゼロエネ率：１４５％

おわりに ～省ＣＯ２・パッシブコンサルティング～

省エネの“コツ”（ＣＯ２）プロジェクト

■入居者の声

・「提案して貰うまで省エネと創エネでエネル
ギー消費がゼロの住まいが実現できると
は知らず、年間の光熱費もプラスになると
知ってうれしくなりました。」

・「窓を開けると心地よく風が通り抜けるので
夏も殆ど冷房に頼ることなく快適です。」

・「モニターで発電量や消費電力が目に見え
るので、自然にエコ意識が芽生えました。」

・「パッシブコンサルティング」を通じ、省エ
ネ住宅に関する入居者の共感を感じる事
ができた。

・母数が僅かではあるが、実績値としても
一次エネルギー消費量削減率３割強、ゼ
ロエネ率145％程度の効果を確認できた。

・本結果を活かし更なる省ＣＯ２推進活動に
取り組みます。

■今後の展開



大宮ヴィジョンシティプロジェクト

株式会社 中央住宅

国土交通省 平成25年度第1回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

2016年2月22日
第17回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

Page 10１. プロジェクト全体概要

■プロジェクト所在地
埼玉県さいたま市大宮区三橋１丁目
※市街化調整区域【第２種低層住居専用地域に準拠】

■計画概要
開発面積：２５，３３０㎡ （公園面積：1,500㎡）

住宅棟数：125棟
敷地面積：１５０.２４㎡～１５１.９４㎡
住宅面積：８９.０１㎡～１２０.０７㎡

■事業スケジュール
着工：平成２６年１月～平成２６年９月
竣工：平成２６年６月～平成２７年２月



Page 202. 街区形成による省エネ・省ＣＯ２の取り組み

さいたま市の気象データや周辺環境の分析により、自然条件活用を重視する計画へ変更

・計画地西側を流れる鴨川、南西側に位置する三橋総合公園等を考慮して、夏の通風
・利用と冬の遮風対策を施した計画

・公園を北東から南へ3箇所に分散してつなぎ、北東からの有用風の積極的導入

・道路や公園の配置、植栽ボリュームゾーン設定、住宅の配置計画の見直し

・基本隣棟間隔を1.8m以上とした上で、複数の建物配置の工夫による通風配慮

・北側街区では隣棟間隔を狭め防風樹木を行い、計画地内への冬の季節風を防ぐ配慮

・計画地内を南北に往来する道路を減らし、強風の侵入を防ぐ配慮

夏期のCFD解析 冬期のCFD解析

Page 302.街区形成による省エネ・省ＣＯ２の取り組み

杜の街区(32棟)
冷温効果の高い

高木を多く植樹した街区

南南西の風は川の蒸散作用が働くことを想定。
隣棟間隔を概ね３m確保できる区割・配棟とし、ス
ムーズな通風を街全体に誘引。

区画の雑木の木立ちの蒸散作用で涼風とし
て街に通す設計。

森 ゾ ー ン

次世代街区（23棟）
将来的な太陽光パネル搭載を

想定した設計の街区

公園の街区(24棟)
3つの公園やフットパスに

繋がる街区

木立ち街区(25棟)
落葉樹を中心に雑木の
木立ち空間をつくる街区

ＺＥＨ街区(18棟)
ＺＥＨ仕様の住宅で
構成された街区

東からの道路アブローチを多く確
保し、３つの公園を北東から南
南西へつなぐように配置。

北からのアプローチを１カ所にとどめ、
北→南への強風防止。
また、建物間の北側のスペースに防
風のため常緑樹を植栽。

北区画の庭側にも高木を植栽。
公園へ流れる風を多くの植栽に触
れさせて冷温させる。

風を採り入れる公園から、西方
向、南方向へ幅員２mのフットパ
スを設定。多方向へ風を流す効
果を期待。

隣棟間隔の最低基準を
1.8m以上に設定。

木 立 ち ゾ ー ン

丘の公園

石の公園

道の
公園

東西方向の道路は、北区画の建
物や樹木の日陰により、アスファ
ルトの蓄熱を軽減。

防 風 ゾ ー ン



Page 402.街区形成による省エネ・省ＣＯ２の取り組み

丘の公園南側から北東方向

道の公園から丘の公園方向

丘の公園南側から北西方向

石の公園から丘の公園方向

Page 503.住宅の省エネ・省ＣＯ２の取り組み

基準性能：プロジェクト内の全１２５棟は、低炭素建築物認定基準に適合。

ＵＡ値：平均０.６４ （０.５９～０.６８），ηＡ値：平均２.５１ （１.９～３.０）

一次エネルギー消費量達成率（低炭素基準）：平均１０６.４％
（１００～１４４％）

太陽光発電【3.5kW】
※ZEH街区

ハイブリッド給湯器
※ZEH街区

高断熱化
(躯体＆開口部)

高効率照明
(LED or蛍光灯)

エコジョーズ
※ZEH街区以外



Page 604.住宅の省エネ・省ＣＯ２の取組み

ＺＥＨ街区の例 公園の街区の例

Page 704.住宅の省エネ・省ＣＯ２の取り組み

ＺＥＨ街区 次世代街区

公園の街区 木立ち街区



Page 805.街のコミュニティづくりの取組み

入居者コミュニティ活動の様子① 入居者コミュニティ活動の様子②

■フード＆グリーンサイクルの実践

家庭菜園【ポタジェ】雨水タンク

Page 906.ＨＥＭＳによる省エネ活動，街づくりの取組み

エネルギー消費量の見える化 家電製品の効率的利用促進

様々な省エネ行動誘発

・採風アラートによる通風促進
・植栽管理サポートによる適切な植栽成熟
・居住者によるCASBEE健康チェックの促進
・コミュニティ情報の発信による相互向上



Page 1007. 入居後のエネルギー消費量の例と課題

■居住者の感想
・太陽光発電量や自家消費量に注目するようになり省エネ意識が高まった。
・思ったほど光熱費が掛からず満足している。
・以前はマンションに住んでいたが、その時よりも光熱費が下がっている。
・あまり意識せず使用していたが、他との比較を見て驚いた。
・今後はHEMSで適度にチェックして、エネルギー使用量を控える生活も考えたい。。

・エネルギーの使い方を意識する生活になった。
・スマホやタブレットを使って外出先からエアコン操作できるのは便利。
・最初は見てたが最近は見なくなった。
・必要性をあまり感じないので利用していない。
・設定方法が良くわからず利用登録をしていなかった。
・インターネットを引いていないので使わない。

■HEMSの活用

利用登録申し込み ５１．２％
申し込み後の初回ログイン ２４．８％
頻繁にログイン ８．８％

HEMSの利便性について居住者の理解度を向上させることが課題。


